
大阪府医師会の取組み

平成30年度
日本医師会 女性医師支援センター事業 近畿ブロック会議

（平成30年11月10日）
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・平成16年度に、女性会員懇談会として発足、平成19年度に、現在の名称に変更。

・平成28年度には、女性医師への支援事業の推進に、より一層、現状に即した活動を強化するため、

委員構成を府内医師会11ブロックおよび在阪５大学や病院協会、女医会、本会勤務医部会から

各1名と顧問1名で、委員数(顧問1名を含む)を14名から20名に増員して活動している。

男女共同参画検討委員会（顧問1名、委員19名）

大阪府医師会 男女共同参画（担当理事）

笠原 幹司（主担当）、矢野 隆子､北村 良夫､鍬方 安行､森口 久子､星賀 正明､林 朝茂

-2-



産休・育休中の代替医師を確保するための運用システム
（ドクター・サポーター制度in大阪）

・女性医師が安心して産休・育休を取得するため、同僚医師への過重な負担や医療提供体制が

縮小することのない施策が必要であることから、先ず、大阪府内5大学医学部等の協力を得て、

循環器内科および産婦人科それぞれのワーキンググループを設置した。現在、「産休・育休中の

代替医師を確保するための運用システム」利用開始に向けて鋭意構築中である。

女性医師支援ワーキンググループ（委員36名）

・平成28年8月の「男女共同参画検討委員会」委員編成に伴い、平成29年1月に大阪府内二次

医療圏11ブロックを4地域に再編成し、新たな「大阪府医師会ブロック女性医師支援ワーキング

グループ」を設置した。 同ワーキンググループには「男女共同参画検討委員会」委員も参画し、

女性医師支援活動を推進する。
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大阪府内４地域の女性医師支援ワーキンググループによる活動

・府内11ブロックを4地域に編成、各ＷＧ主催で女性医師支援シンポジウム等を開催

（1） 第1（豊能）・第2（三島）ブロック 女性医師支援のためのパネルディスカション

テーマ 「イクメン、イクボスへの道、指南します。」 （平成29年11月4日）

（2） 第3（北河内）・第4（中河内）・第5（南河内）ブロック 女性医師支援シンポジウム

テーマ 「社会で育てる未来の子どもたち」 （平成29年12月16日）

1. 「基調講演」 ・医師の働き方改革に必要なものとは

2. 「講演」 （イクメンへの道） ・イクメン目指し奮闘中！

・The precious moments of life never come back！

（イクボスへの道） ・日々試行錯誤〜家庭人として、医師として、上司として〜

・箕面市立病院における『イクボス』の現状と課題

1. 「基調講演」 ・男女で考える医師のキャリアと働き方

2. 「講演」 ・近鉄百貨店における子育て支援システム ・大塚製薬のダイバーシティの取組み -4-
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（4） 第8（大阪市北部）・第9（大阪市西部）・第10（大阪市東部） ・第11（大阪市南部）

ブロック 女性医師支援シンポジウム （平成30年7月14日）

テーマ 「子育てに悩む若手医師への処方箋」

1. 「講演」・今どきのイクメンの悩み ・子育て支援のアウトソーシング

・麻酔科女性医師の働き方、大阪警察病院における取り組み（時間年休制度）

（3） 第6（堺）・第7（泉州）ブロック 女性医師支援シンポジウム （平成30年2月10日）

テーマ 「こんな職場で働きたい！ 若手医師に求められる支援とは？」

◎開催前に、初期研修医（前期）を対象にブラインド方式による簡単な意識調査を実施

1.  「基調講演」 ・初期臨床研修室長の役割－活気に満ちた病院を目指して－

2.  若手医師が望んでいる未来の働き方についてー初期研修医アンケート調査結果よりー

3. 「パネルディスカッション」 ・大阪労災病院における臨床研修の現状と課題

・府中病院での研修 ・若手医師が望んでいる未来の働き方について
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子どもを預けて働きたい（院内保育所ネットワーク）

 大阪府医師会「院内保育所ネットワーク」を構築。（平成19年12月）

 女性医師が安心して仕事と子育てを両立するため、ネットワークに参加する医療機関の院内保育所を

他の施設で働く女性医師も利用できるシステム。

 （ネットワーク参加医療機関） 17医療機関

・ （利用期間） 最長６ヶ月

子どもを預けて研修を受けたい（保育ルーム）

･利用状況：平成29年度（８件、13名）、 平成28年度（７件、７名）

・大阪府医師会館で開催される本会主催の講演会・研修会へ会員が出席する際に利用できる保育ルーム

を設置。（事前申込制、会議室を利用）
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医学生、研修医等をサポートするための会 （平成29年度）

テーマ：女性医師のキャリアを支える

≪講 演≫ 

・女性医師のキャリア・ステップ

・私の働き方−耳鼻咽喉科頭頸部外科医として

・大阪医科大学に勤務する教職員等のための

福利厚生施設バンビ保育室の紹介

・高槻赤十字病院における女性医師のワークライフバランス

～子持ち小児科医の一例～

平成３０年度（予定）：平成３１年２月９日（土） 場 所：大阪市立大学

平成３０年２月３日（土） 場 所：大阪医科大学 新講義実習棟
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日本医師会 病児・病後児保育施設 見学

日 時：平成３０年５月２３日（水）午後４時～５時５０分

場 所：田附興風会医学研究所 北野病院 会議室・院内保育所（大阪市北区）

参加者：８名（医師会・担当役職員）

日本医師会 （３名） 今村 定臣 常任理事

大阪府医師会 （５名） 笠原 幹司 理事 （男女共同参画・主担当）、矢野 隆子 理事 （同副担当）

≪内 容≫

・施設概要、設置の経緯、利用状況、利用されている職員の声など

・施設を設置したことによる院内での効果（離職防止など）や変化について

・施設の見学（院内保育所、病児・病後児保育）
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日 時：平成３０年１１月３０日（金） 午後２時～４時

会 場：大阪府医師会館 ４階 大会議室Ａ

～女性医師のキャリア形成と

働き方を支えるために～

平成 3 0 年 度 女性医師の勤務環境の整備に関 す る
病 院 長 、 病 院 開 設 者 ･ 管 理 者 等 へ の 講 習 会
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≪講 演≫座長 大薗 惠一 氏・大阪大学大学院医学系研究科 小児科学 教授、笠原 幹司・府医師会 理事

1. 「働き方改革と意識改革－アンコンシャス・バイアスを中心にー」

工藤 眞由美 氏 （大阪大学 理事・副学長、男女協働推進センター長）
〈ご略歴〉 東京大学大学院 人文科学研究科博士課程修了、横浜国立大学助教授、

大阪大学文学研究科教授、同大学教育実践センター長、同名誉教授、博士（文学）

2. 「真の男女共同参画を目指して」

惠谷 ゆり 氏 （大阪母子医療センター 消化器・内分泌科 主任部長）
〈ご略歴〉 大阪市立大学医学部 卒業、大阪大学医学部小児科、

（旧）大阪府立急性期・総合医療センター小児科、

厚労省「女性医師のさらなる活躍を応援する懇談会」構成員（平成26年）

3. 「（女性）医師の勤務環境の整備と法」

横井 盛也 氏 （弁護士、横井盛也法律事務所 代表）
〈ご略歴〉 大阪大学経済学部 卒業、読売新聞社（記者、大阪社会部 等）、

同志社大学大学院 司法研究科 専門職博士課程 修了(法務博士)
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